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第１章　幼児教育の理念と今日的課題

　現行の幼稚園教育要領では「幼児期の教育は，
生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なもの」
とされ，学校教育法第22条に規定する幼稚園教育
の目的を達成するために「幼児期の発達特性を踏
まえ，環境を通して行うことを基本とする」こと
が示されている1）。また，「幼児の自発的な活動
としての遊びは，心身の調和のとれた発達の基礎
を培う重要な学習」と位置づけ，遊びを中心とし
た生活の中で，幼児一人一人の特性や発達に応じ

た指導を行うこととされている。その上で，幼稚
園修了までに育つことが期待される生きる力の基
礎となる心情・意欲・態度などが，「健康」「人間
関係」「環境」「言葉」「表現」の ₅領域の視点か
らねらいや内容として整理され，それらは，幼稚
園生活の全体を通じ，具体的な活動を通して総合
的に指導されるものとして示されている2）。
　現在，次期幼稚園教育要領の改訂に向けて作業
が進められているところであるが，その審議のま
とめの中に「近年，国際的にも忍耐力や自己制御，
自尊心といった社会情動的スキルやいわゆる非認

　幼児期の教育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培うとともに，学習の基盤を形成する重要なものであ
る。平成27年度から「子ども・子育て支援新制度」が実施されたことにより，幼稚園等の施設を通して，
全ての子どもが健やかに成長するよう，質の高い幼児教育を提供することが求められている。
　本稿ではこのような幼児教育における今日的な動向についての実践的な対応を，岩手大学教育学部附属
幼稚園における実践を通じて論説する。本園では，遊びを中心とした保育の中で一人一人の自己形成を支
えるとともに，学びの基盤となる遊びの充実を目指してきた。確かな幼児理解に基づき，豊かな遊びを育
てることこそが，生涯にわたる学びの基盤をつくるものであり質の高い幼児教育である。この理念を具現
化するための保育の計画，保育の評価の実際を報告する。併せて，園内研究の一環である保育カンファレ
ンスの実際を報告した。
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知的能力といったものを幼児期に身に付けること
が，大人になってからの生活に大きな差を生じさ
せるという研究成果をはじめ，幼児期における語
彙数，多様な運動経験などがその後の学力，運動
能力に大きな影響を与えるという調査結果などか
ら，幼児教育の重要性への認識が高まっている」
とあるように，幼児期は非認知的能力が発達しや
すい時期であることが確認され，就学前教育の重
要性に注目が集まっている3）。これまでの幼稚園
教育で重視し育成してきた心情・意欲・態度は，
まさに近年注目が集まっている非認知能力である
といえよう。
　その上で，平成27年度から「子ども・子育て支
援新制度」が実施され，幼稚園等を通じて全ての
子供が健やかに成長するよう，質の高い幼児教育
を提供することが一層求められてきている4）。こ
のため，幼稚園のみならず，保育所，認定こども
園を含めた全ての施設全体の質の向上を図ってい
くことが必要である。環境による教育の一層の理
解とそれに基づく確かな実践により，一人一人の
子どもの生きる力の基礎となる心情・意欲・態度
などを育み，遊びを通しての学びを実現していく
ことが求められている。
　また，幼小の接続の課題等から，次期学習指導
要領・幼稚園教育要領の改訂にあたっては，幼児
教育と小学校以降の教育を貫く柱として，育みた
い 3つの資質・能力として，「知識・技能」「思考
力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取り組
む態度」が明確化された。これら 3つの資質・能
力と，これまで幼稚園教育要領で示されてきた ₅
領域の内容を踏まえ，幼児期の終わり（ ₅歳児修
了時）までに育ってほしい具体的な姿として，「健
康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範
意識の芽生え」「社会生活とのかかわり」「思考力
の芽生え」「自然とのかかわり・生命尊重」「数量・
図形，文字等への関心・感覚」「言葉による伝え
合い」「豊かな感性と表現」の10項目が示された5）。
この10項目を幼稚園等と小学校の教員が共有する
ことにより，幼小接続の強化につながることが期
待されている。それに伴い，これまでの幼児教育

では，幼児一人一人のよさや可能性を評価してき
たが， ₅歳児については，「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」を踏まえた視点を加えること
になる。ただし，その際には他児との比較や一定
の基準に対する達成度についての評定でとらえる
ものではないことに十分留意することが重要であ
る。
　本稿では，以上のような幼児教育における今日
的な動向についての実践的な対応について，岩手
大学教育学部附属幼稚園（以下，本園と記す）に
おける実践を通じて論説する。

第２章　�幼児教育における今日的な動向について

の実践的対応

１　岩手大学教育学部附属幼稚園における実践理念

　人格形成の基礎を培い，生きる力の基礎を育成
する幼児期に最も大切にされなければならないこ
とは，一人一人がその子らしい自分をつくってい
くことであるという理念に基づき，本園では，遊
びを中心とした生活の中で一人一人の「自分づく
りを支える」を保育の基本とし，実践に取り組ん
でいる。
　そのために教師は，幼児自ら環境とかかわり，
環境とのかかわりの中で，自己の世界を広げたり，
深めたりして，幼児自身が主体となって生きられ
るような生活を保障するとともに，一人一人の幼
児への深い理解やその子らしい自分をつくってい
く過程に寄り添った環境や援助に努めている。
　また，幼稚園教育要領においては「幼児の自発
的な活動としての遊びは，心身の調和のとれた発
達の基礎を培う重要な学習」とされる6）。幼児は
興味関心をもつと，自ら環境にかかわって遊びを
生み出していく。その遊びに面白さを感じると，
夢中になって遊び，繰り返し楽しむようになる。
さらに，より面白くするために，ものを取り込ん
だり工夫したりする中で，ものとのかかわりが深
まったり，仲間のかかわりによって，より楽しさ
が増したりするなど，遊びへの興味関心が高まり，



57幼児教育における今日的課題と豊かな遊びを育む保育実践

「もっとこうしたい」という次への意欲につながっ
ていく。このように幼児は，多様な“人・もの・
こと”とかかわって自ら遊びを生み出し，充実感
や満足感を味わう中で，人やものごとへの認識を
深めたり，関係を広げたりしながら，学びを深め
ていく。
　ここで留意すべきこととして幼稚園教育要領に
おいては「幼児が様々な人やものとのかかわりを
通して，多様な体験をし，心身の調和のとれた発
達を促すようにしていくこと。その際，心が動か
される体験が次の活動を生み出すことを考慮し，
一つ一つの体験が相互に結び付き，幼稚園生活が
充実するようにすること」である7）。それは，数
多くの活動をさせることでも，次々と活動を提供
することでもない。幼稚園教育要領解説にあるよ
うに「幼児が自分で考え，判断し，納得し，行動
することを通して生きる力の基礎を身に付けてい
くためには，むしろ幼児の活動は精選されなけれ
ばならない。その際特に重要なことは，体験の質
である。あることを体験することにより，それが
幼児自身の内面の成長につながっていくことこそ
が大切」なのである8）。
　このことを踏まえ本園では，子ども自身がこれ
までの体験を基にしながら，体験をつなげ，主体
的に遊びを展開し，遊びの充実感を味わいながら，
学びを深めていけるよう努めている。そのために
教師に求められているのは，遊びの中での幼児一
人一人の体験に目を向け，その子にとっての「体
験の意味」を捉えるとともに，幼児の内面の成長
につながっていくような適切な環境や援助の方策
を見出していくことである。生涯にわたる学びの
基盤を確かなものにしていくためにも，体験のつ
ながりの先を見据えた環境の構成や援助の可能性
を具体的に構想しながら，豊かな遊びを育みたい
と考えている。　

２　教育課程編成の実際

　本園における教育の基本は，「自分づくりを支
える」である。それを具現化するための教育課程
は， 3歳児から ₅歳児までの「自己の発達」の過

程を見通し，「自分とのかかわり」「人とのかかわ
り」「ものとのかかわり」という視点から，ねら
いや内容を組織し，編成される。
　「自分とのかかわり」は，感情表現（安定感，不安，
喜怒哀楽の感情の表し等），自己発揮･自己抑制・
自己調整，自他の区分（ものの区分，場の区分，
時間の区分，状況の区分），遊びへの構え，向き
合い方（意欲，集中力，持続力，根気強さ，向上
心等）を含む内容である。「人とのかかわり」は，
友達とのかかわりの状況・関係性，学級の集団と
しての育ち・関係性（学級集団への帰属意識，学
級集団の中での存在感，学級のつながり等），教
師との関係性を含む内容である。「ものとのかか
わり」は，自然や社会とのかかわり，思考力の芽
生え，言葉，感性と表現，生活行動等を含む内容
である。
　教育課程の具体例として ₅歳児における教育課
程を表 1に示した。これによると， ₄～ ₅月にお
いては，ねらいとして「興味や関心をもったこと
に積極的に取り組み，試したり，考えたりしよう
とする」があり，内容として「年長組になった喜
びや自覚をもって張り切って生活する」「新入園
児を迎える準備をしたり，かかわったりすること
で親しみをもったり，役に立つ喜びを感じたりす
る」「年長組としての生活の仕方を知り，自分た
ちで生活の場を整えていこうとする」などの記載
がある。

３　保育の計画とその実際

（ 1）長期計画と短期計画
　教育課程は， 3年間の教育期間を見通した全体
的な計画である。これを具現化し日々の保育実践
につなげていくために，長期指導計画と短期指導
計画が作成される。
　長期指導計画は，教育課程によって発達の道筋
を見通し，幼児の生活の大筋を予測しながら，月
毎に育てたい方向を明確にし，ねらい・内容・環
境の構成の視点を示した月別の指導計画である。
この具体例として ₅歳児の ₇月における長期指導
計画を表 ₂に示した。これによると，「自分のや
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表１　５歳児の教育課程
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りたいことをするために，必要な相手との遊びを
楽しむようになってきて，友達との交流が出てく
る」などという当該時期の「幼児の姿」をもとに
具体的な「ねらい･内容」を導き出し，「友達と
思いを出し合いながら，遊びの方向を見いだした
り，自分なりのイメージの世界を広げて友達と一
緒に遊ぶ楽しさを味わう」等が記されている。ま
た，「環境構成・指導のポイント」として「互い
にイメージを出し合い，自分の思っていることを
伝え合って，自分たちなりに遊びの方向を見出し
ていけるように支えていく。その過程で起こるト
ラブルでは，相手の気持ちに気付いたり，自分自
身を振り返る機会として大事にしていく」などの
詳細が記されている。
　ただし，本園の現行教育課程と指導計画は，そ
れぞれ編成の視点が異なっているために両者の整
合性がとれていない。平成30年の幼稚園教育要領
の改訂に向けて，本園の教育課程・指導計画も新

たに編成中である。
　短期指導計画の一つは，日常的な指導のために，
1週間単位で幼児の育ちを捉え，それに基づいて
育てたい方向性，教師の願いを盛り込んだ週案で
ある。この具体例を表 3に示した。ここでは，前
週「幼児の姿」から「ねらいと内容」「環境の構
成と指導のポイント」を設定し，それらをもとに，
1週間の日課をもって週案を記している。
　さらに，週案に基づき，今日の遊びや生活の状
況から明日の保育を構想する日案がある。これは
各担任が日々の記録をもとに作成している。この
具体例を表 ₄と図 1に示した。
　これらは保育研究会にて公開，提案するために
作成した詳細版である。日常的には簡易的な記載
をもって作成している。また，図 1は展開案であ
るが，同時に多様な場面や空間で活動する子ども
たちの様子を俯瞰的に把握し記載することを意図
した様式を用いている。

表２　５歳児の長期指導計画（7月）
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表３　５歳児の週案

表４　日案（５歳児）
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（ ₂）週案の実際
　週案では，前週の幼児の姿を踏まえながら，今
週の遊びや生活の全体の流れを見通し，環境や教
師のかかわりについて構想する。これらの計画は
実際の姿に照らし合わせながら修正し，より幼児
の実態に即した保育の見通しが持てるようにす
る。ここでは， ₅歳児 ₇月 1週目（前出の表 3）
の週案を元に，幼児の実態を踏まえ，育ちを見通
しながら，ねらいや内容をどのように設定し，豊
かな遊びを育むための環境の構成や援助をどのよ
うに導き出すかについて， 人とのかかわり の 1
つ目の〇を例に説明する。
　「幼児の姿」の欄には，「〇自分なりにやりたい
ことに意欲的に取り組み，充実感や満足感を得て
いる。一方で，なかなかじっくりと取り組めるよ
うな状況でなかったりどこか不安げだったりする
子もいる」とある。このように捉えた根拠は，次
の「・」に示された①児の遊びを転々とする姿や
③児の葛藤する姿である。このような幼児の実態
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自分のイメージするものを製作する、七夕飾りを作る（⑧児、

⑥児、⑤児、⑦児、１１児、③等） 
● おしゃれアイテムや武器など遊びに必要なもの、七夕飾り

などを、それぞれにイメージやこだわりをもって作る。おし

ゃべりなどの中で互いのイメージが伝わって、自分の中に取

り込んだりよりイメージを膨らませていったりする。製作が

きっかけとなり、一緒に動き出すこともある。 
・ それぞれにこんな風にしたいと思うものを自分なりに試行

錯誤しながら作っていくと思われるので、基本的には見守

り、やっていることのよさに気付けるようにする。必要に応

じてより豊かな表現になっていくように、素材やアイディア

を提案する。作ったものが遊びに生きていくように、おしゃ

べりなどを通してイメージを膨らませられるようにする。 
・ 七夕当日なので、そのことを話題にしながら思いを込めて

七夕飾りを作れるようにする。くす玉は針を使うので安全に

気を付けて使えるように声をかける。 

音楽に合せた表現（楽器や踊り等）をする（９児、１０児、７児、３児、②児、⑥児、⑨児、①児、④児、③児、⑧児等） 
● ９児、１０児、７児、３児は、音楽に合せて楽器を鳴らすことを楽しむ。音楽の雰囲気やリズム等に合わせて楽器や演奏の仕方を

変えるなど、感性を研ぎ澄まして表現していく。これまで使ってきた楽器に加えて別の楽器も使っていく。以前のような勢いはなく

なってきているところもあるが、女児たちに誘われて動き出す。 
● ②児、⑥児、⑨児、①児、④児、③児らは、踊りを楽しむ。一人一人から湧き出て来たものをどんどん表現していくこともあれば、

どんな風に踊るかを相談しながら踊ることもある。相談の過程で思いがすれ違ったりぶつかったりすることもある。③児の思いが強

く、他の子が思いを出せずにいて、遊びが停滞していくこともある。リボンなど手具を使ったり、衣装を身に付けたり、場の工夫を

したりする。 
● OHPで背景を映し出したり、踊りながら楽器を鳴らしたりと、表現の幅も様々に広がっていく。 
・ 楽器は以前の勢いはなくなってきている。楽器を増やすなど工夫することでまた楽しみが増えるようにする。OHP での表現など

も興味をもっているので、他の表現などもしながら幅広く楽しんでいくことも視野に入れて援助する。７児や１０児は、ここに友達

とかかわっていることで自信をもつことができたり充実感を得たりしているので、支えていく。 
・ やりたいという思いが叶うように、場の保障や使える楽器、手具、衣装、様々な音楽等の用意、提案などをする。 
・ 音楽が聞こえると思わず楽器を鳴らしたり、踊り出したりしたくなるようなところがあるので、楽しい気分を盛り上げ、自分たち

なりの表現を楽しめるようにする。 
・ 思いがぶつかる場面ではやりとりを見守る。自分達だけで解決が難しい時には、一人一人が自分の思いを伝えられるように促す。

教師がそれぞれの思いを受け止めることで、安心して相手のことにも耳を傾けたり、考えを合わせてよりよいものにしていけるよう

に仲立ちしていく。③児は思いを強く出すが、それだけこうしたいという思いが強かったり色々なアイディアが湧いて来たりという

よさもあるので、そこは他の子にも受け止めてもらえるようにしたい。 
・⑥児は体の不調を訴えて、教師とのかかわりを求めて来ることがある。ひと時教師とゆったりかかわることで安心できるようにする。 
・明日の七夕ショーが意欲となっていくだろう。明日の動きも意識して表現が洗練されていくように促す。 

電車・ジェットコースター（段ボール製）を使って遊ぶ（４児、５児） 
● 一緒にいることに面白さを感じながら、段ボールの電車を動かしたり乗ったりすることを楽しむ。（室

内・園庭どちらの可能性もある）昨日の流れから、巧技台でコースを構成していくこともある。それぞ

れのイメージを言葉や動きにしていくことで、緩やかにイメージを共にしながら遊びを進めていく。な

かなかイメージが広がらず停滞してしまうこともある。 
・ まだ関係が深まっていないところもあり、やりとりがすれ違っているところもあるが、一人一人は「こ

うしたい」というアイディアを言葉にしているので、教師が仲間の一人としてかかわり、橋渡しするこ

とでイメージを緩やかに共有し膨らませていけるようにする。 
・ 電車を動かすことに終始し、なかなかイメージが広がらないような時には、楽しんでいることを受け

止めつつも、線路を描いたり、駅等を作ったり、路線図や看板を作ったり等、工夫したり、イメージを

膨らませたりして、遊びがより楽しくなっていくように援助する。外の場合は構成が難しいところがあ

るので、サッカーゴールやトンネル、シート等も使い、どんな工夫ができるか、教師も仲間の一人とし

てかかわりながら、構成の仕方等のアイディアも子どもたちと一緒に考えていきたい。 

バイキンボールをする（１児、２児、３児、５児、７児、９児、１０児、１１児、①児、③児、④児、⑧児等） 
● 朝から数人で集まってやる。長い時間楽しむ子もいれば、他の遊びと行ったり来た

りしながらかかわる子もいて、メンバーは入れ替わりながら進んでいく。ルールを自

分達変化させたりでしながら遊びがより楽しくなるように工夫していく。ボールの取

り合いやルールのことなどでトラブルになることもある。自分達で解決しようとする

こともあるが、やめることでトラブルを回避しようとすることもある。 
・ 自分達で遊びを進められているので、教師は必要に応じて仲間として動いたり声を

かけたりして、楽しんでいることや心を動かしていることに共感していく。 
・ 思いをやりとりする場面では、強く思いを出す子だけでなく、様々な友達の思いに

触れ、互いに受け止め合いながら、みんなにとってよりよい方向を見出していけるよ

うにしたい。まずは子どもたちのやりとりを見守り、それぞれの考えのよさを認めた

り、考えるきっかけを作ったりして橋渡ししていく。 
・ ここの場では自分を思い切り出していける７児や、自ら動き出そうとする⑧児なか

なか言いたい事を言えずにいる１０児など、それぞれの思いを支えて、ここでの遊び

を通して自信をもって遊んだり友達とかかわったりすることに繋がるようにしてい

く。 
・ホールに様々な場があって狭いなど、状況によっては、外でもできるように促してい

く。 

生き物にかかわる 
（１児、８児、６児、９児、３児、⑤児、①児等） 
● 学級やそれぞれで飼っている生き物（カタツム

リ、ザリガニ、様々な虫等）に餌をあげるなどし

て世話をしたり、虫眼鏡で観察したり、触れ合っ

たりする。飼っているものの、すっかり忘れてい

て継続して世話をしないこともある。 
・ どんなことに心を動かしているのかを見守り、

子どもの呟きなどを拾って、必要に応じて声をか

けたりする。気付きや生き物を思う気持ちを大切

にしたい。 
・ 生き物にとってよりよい環境を整えられるよう

に、図鑑を見て調べたり、友達から教えてもらっ

たりするよう促す。自分で飼っているものの意識

が向いていないような時は、世話をするよう促す。 

虫探しをする、自然物を使ってごちそうづくりをする 
（⑤児、①児、④児等） 
● ⑤児、ダンゴムシやカタツムリなど虫に興味をもってい

るので、その動きに惹かれて、①児、④児も一緒に虫探し

をする。一昨日作った虫のお家を更に工夫したり、虫との

かかわりを楽しんだりする。 
● 一昨日の遊びを思い出し、土や草花、木の葉や枝などを

使ってごちそうを作ったり、色水を作ったりしてして、ま

まごとやお店屋さんなどのイメージで楽しむ。 
・ 虫は興味をもっているのでそこに共感しつつ、捕まえる

だけでなく、環境を整えてお世話をして大事にしていける

ように促す。 
・ 泥を混ぜているだけになっていることもあるので、こだ

わって作っていく面白さを味わえるように、教師がやって

見せたり、材料の提案をするなどして、アイディアを提案

する。 
・ 教師も一緒に動きながら、拠点となる場でじっくりと遊

べるような状況作りをする。 

固定遊具に挑戦する、そこで鬼遊びをする 
（２児、６児、８児、３児、１児等） 
● 「こんなこともできるよ」「もっとすごいことができる

ようになりたい」という思いで様々な固定遊具に挑戦した

り、友達との賑わいの中でスリルを味わいながら固定遊具

で鬼ごっこをする。楽しんでいるものの、手慣れた遊びに

終始しているようなところもある。教師の働きかけで、自

分たちで挑戦の場を工夫して作っていこうとすることも

ある。 
・ やりたいという思いを受け止め、認めたり励ましたりし

ながら、満足感を味わい、自信をもてるようにする。イメ

ージがあることでより楽しくなることもあるので、必要に

応じて教師から投げかけていく。時に、他にやりたいこと

を見出せずにそこにかかわっていることもあるかもしれ

ない。何を楽しんでいるのか、求めていることは何かを捉

えていきたい。そこを見極めた上で、友達とやりとりしな

がら考えたり工夫したりして遊ぶ面白さが味わえるよう

な状況を作っていく。 
・ 雨の場合など、ホールで巧技台等を構成して挑戦の場を

作っていくこともある。 

●予想される幼児の姿 
・教師の援助、配慮 
 

フープ・バトン 
しっぽ・ボール等 

砂場で遊ぶ、虫探しをする（３児、６児、８児等） 
● 穴を掘って宝探しをしたり、水路を作って水を流したりする

ことを楽しむ。互いにやりとりしながらイメージを広げてい

く。虫が近くにいたりすると、そちらにも気持ちを向けていく。 
・ やっていることを認めながら、遊びがより楽しくなっていく

ようにおしゃべりの中でイメージを膨らませたり、一緒に動き

ながら樋など様々な道具を生かして工夫したりできるように

する。 

図１　展開案
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を踏まえ，「自分に自信をもち，興味をもったこ
とにじっくりと取り組む」という「ねらい」や「自
分なりに興味をもったり，めあてをもったりして，
じっくりと取り組む」等の「内容」を設定してい
る。さらに，この「ねらい」に近づくための具体
策としての「環境の構成と指導のポイント」には，
「一人一人の心の揺れ動きに寄り添い，安心して
過ごせるようにする」「一人一人の様々なよさを
受け止め，言葉にして伝え，自信をもてるように
する」等を挙げている。
（ 3）日案の実際
　日案は，前日の遊びや生活から構想した本日の
遊びや生活の見通しや保育の意図をより具体的に
示したものである。週案（前出の表 3）での見通
しのもとに，作成したのが日案（前出の表 ₄）で
ある。両者を関連づけながら，日案に記述されて
いる「幼児の姿」の捉えと豊かな遊びを育むため
の「環境の構成と援助」の関係を説明する。
　「幼児の姿」には，人とのかかわりの実態とし
て「関係が広がり，学級や学年の多様な友達との
かかわりも見られ，互いによい刺激となっている。
一方で，友達を頼って過ごしていて自分の思いが
あまり感じられなかったり，なかなか友達とのか
かわりを見出せずにいたり，関係が日替わりだっ
たりする状況もある」等と記されている。
　このような実態を踏まえ，「ねらい」を「友達
と互いに思いやイメージを伝え合い，受け止めあ
いながら，共通のイメージを見出して遊ぼうとす
る」と設定している。
　「指導のポイント」には，「 ₇児や⑥児，⑤児，
③児などは不安や甘えたい思い，葛藤などもある
ようだ。一人一人の心の揺れ動きに寄り添い安心
感がもてるようにすると共に，一人一人のよさを
受け止め，言葉にして伝え，自信をもてるように
する」「音楽に合わせて表現して遊んでいる子た
ち（③児，②児，⑥児，①児，⑧児，④児，⑨児
等）のところでは，友達の中で自分の思いやイメー
ジを伝えたり，相手の思いを受け止め合うことで，
より遊びが楽しくなっていくような体験を重ねて
いきたい」等，この日重点的に指導したい幼児や

遊びについて，援助の具体を示している。③児の
姿については週案にも記述されているが，③児を
含む仲間の遊びに重点的にかかわることで，③児
の育ちのみならず，そのメンバーの関係性や遊び
の質を高めたいという教師の意図がうかがえる。
　さらに，前日の遊びの状況から予想されるより
具体的な遊びの姿とそれに対する環境の構成や援
助のポイントは，「展開案」（前出の図 1）に示し
ている。
　展開案は，学級全体の予想される遊びの姿を環
境図として示したものである。この環境図による
展開案を作成することで，同時に多様な場面や空
間で展開される幼児の遊びを俯瞰的に把握するこ
とができる。これにより，教師はねらいや指導の
ポイントに照らし合わせながら，優先順位をつけ
て援助する。
　「指導のポイント」に「音楽に合わせて表現し
て遊んでいる子たち（③児，②児，⑥児，①児，
⑧児，④児，⑨児等）のところでは―」と重点的
にかかわる対象を明記している。その上で，展開
案では，「やりたいという思いが叶うように，場
の保障や使える楽器，手具，衣装，様々な音楽，
等の用意，提案などをする」「音楽が聞こえると
思わず楽器を鳴らしたり，踊り出したくなるよう
なところがあるので，楽しい気分を盛り上げ，自
分たちなりの表現を楽しめるようにする」「思い
がぶつかる場面ではやりとりを見守る。自分達だ
けで解決が難しい時には，一人一人が自分の思い
を伝えられるように促す。教師がそれぞれの思い
を受け止めることで，安心して相手のことにも耳
を傾けたり，考えを合わせてよりよいものにし
ていけるように仲立ちしていく」「③児は思いを
強く出すが，それだけこうしたいという思いが強
かったり色々なアイディアが湧いてくるというよ
さもあるので，そこは他の子にも受け止めてもら
えるようにしたい」というように，より具体的な
環境や援助の方向性が示されている。
　このように，教師は予想される遊びを的確に捉
え，より具体的な手立てを導き出すとともに，変
化していく幼児の遊びの状況や志向性を見極めな
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がら，柔軟にかつ臨機応変に環境を再構成し続け
る。このことなしには，豊かな遊びを育むことは
できない。
　豊かな遊びを育むためには，幼児の内面や遊び
の状況を深く理解し，それらを元に保育を構想し，
指導の計画を作成する必要がある。そのためには，
指導計画作成の根拠となる的確な幼児理解が求め
られる。それは，日々の保育記録及び保育の評価
によって可能となる。

４　保育の評価とその実際

　保育における評価とは，幼児の発達する姿を捉
えることと，それに照らし合わせて教師の指導が
適切であったかどうかを評価することの両面を指
す。保育の評価の手掛かりとして，本園で大切にし
ていることは，保育の記録をとることと，複数の教
師の目で多面的に幼児を理解することである9）。
その上で本園では，次の三つの方法によって保育
の評価を実施している。

（ 1）記録を通して
　幼児の発達する姿を捉えるためには，日々の生
活する姿，遊びに取り組む姿から，内面や体験し
ていることを丁寧に読み取る必要がある。保育後
に一日の保育を振り返りながら記録する方法とし
て，本園では主として環境図記録の方法を用いて
いる。これを図 ₂に示した。この様式は，日案の
展開案（前出の図 1）と同じ様式であり，記録が
評価と計画に直結しやすい。また，学級全体の遊
びの状況を俯瞰的に把握し記述することがしやす
い。そもそも教師には，保育の全体の状況を捉え
つつ，幼児一人一人の内面や遊びの状況に目を配
るという多面的な状況理解が求められる。多様な
場で，同時進行的に展開されるいくつもの遊びや
何人もの幼児の状況をしっかり理解するために
も，環境図記録を取り続け，長期的な視野からも
幼児の発達や変化を捉える必要がある。
（ ₂）保育カンファレンスを通して
　保育カンファレンスは，教師同士が多様な見方

図２　環境図記録
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を突き合わせながら，自分の見方・捉え方のくせ
を自覚したり，幼児理解の幅を広げたり深めたり
して，適切な保育の評価につなげていくためのも
のである。
　本園では，学年会，事例検討会，研究保育等，
多様な場でカンファレンスを行っている。
　カンファレンスでは，進行役がその日の話し合
いのテーマを提示し，それに基づき話し合う。そ
の日のテーマによって， ₅人程度のグループにな
ることも，全員で話し合うこともある。グループ
で話し合う場合は，さらに各グループの進行役を
決め，場合によっては，各自の意見を付箋に記し
分類・整理する方法もとっている。
　カンファレンスにおいて重要なのは，自分を開
き，語り合い，学び合うような教師同士の関係性
である。そのためにも，保育後に職員室でお茶を
飲んだり，掃除をしたりという日常の何気ない場
面の中でも，子どもや保育について話題にしなが
ら，保育の本質が共有されるような風土をつくり
だし，同僚性を高めていくよう努めている。
（ 3）研究保育を通して
　本園では，各学級年 1回ずつ研究保育（事前研
究会，研究保育，事後研究会）を行っている。事
前研究会で，研究テーマや学級の課題によって対
象とする遊びや幼児を決め，研究保育の際には，
それぞれが対象場面を時系列に沿って記録（書く，
写真やビデオに撮る）する。事後研究会では，そ
れぞれの記録をもとに，対象学級の保育を振り返
り，子どもの体験の意味，環境や援助の成果や改
善について掘り下げる。
  ₇ 月 ₇ 日の研究保育（事例研究会）を例として，
保育の評価の実際を説明する。ここでは，担任が
捉えた最近の幼児の遊びの姿として次の内容が報
告された。

　女児数人が，日頃クラス全体での活動で親

しんでいるダンスに，時にリボンを持ったり，

ときに布をまとったり，自分たちなりに動き

を工夫したりして楽しんでいる。そこに，“ご

み箱ドラム”をたたくことにハマった男児が

勢いのある音を響かせたことから，ここ1週

間ほどは，男児のドラムと女児のダンスのコ

ラボで盛り上がっている。七夕近くになり，

七夕飾りを作ったり，笹竹に飾りをかざった

りするうちに，ある子の「七夕飾りの下でやっ

たらいいんじゃない」という意見に，「そうだ，

七夕ショーをしようよ」と，子どもたちの気

分が盛り上がり，七夕まつりで，“七夕ショー”

をやろう』という共通の目的が生まれている。

　引き続き，担任による保育の自評が報告された。

・�音楽に合わせて七夕ショーに向けての活動を

しようとしていた子どもたちは，伝え合い，

受け止め合いがなかなか上手くいかなかった

が，③児が悪者にならないようにしたいと考

えた。

・�たいこのメンバーがトーンダウン気味であっ

たが，踊りの女児たちに，一緒にやろうと声

をかけられると，満更でもない表情をしてい

た。女児たちは，仲間の男児を呼びたい。外

まで呼びに行っては，またホールに戻るを繰

り返していたが，なかなか始まらなかった。

・�踊りの女児は，リボンの色をどうするかで意

見が分かれた。それに対して互いに相手の選

んだ色をダメと言い合うだけだったが，なぜ

そうしたいのかということを聞き合うことが

大事だと感じた。

・�たいこを始めとした楽器のメンバーは，

ショーへの気持ちが入っていなかった。「楽

器はイマイチだった」という言葉からも，満

足感が味わえなかったことがうかがえる。

・�学級全体で，七夕に向けての踊りをした際は，

明日への意欲が湧きあがってきていた。

　参観者の一人から，次のような参観記録が提供
された。実際の場面では，協議の中で複数の参観
者からトピックとして随時提供される。

　「明日が“七夕ショー”本番！」と，登園
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してきた女児は，次々ステージにやってきて

は，それぞれに準備を始めた。皆，一様に背

中に衣装となる布をつけようとする。布は安

全ピンで止めなければならないが，教師を頼

ることなく，友達同士，相手の背中に布をつ

け合っている。また，誰かが「つけてちょう

だい」と言うと，それに気づいて，さっと友

達が近寄りやってあげるという関係ができて

いる。

　しかし，衣装を身につけたものの，なかな

か“七夕ショー”に向けた活動は始まらない。

ドラム担当の男児の気持ちが向かず，外に

行ってしまったようだ。女児たちは，「○く

んたち，外に行ったよ。」「呼んでこよう！」「○

ちゃんも呼びが呼びに行ったけど，私たちも

行かなきゃ！」など，口々に言うと外へと向

かった。その際，急いで靴を履き替え行った

ため，テラスには靴が散乱していた。すると，

仲間の一人が，「靴がバラバラになっている」

とそっとつぶやきながら，中靴をそろえ始め

た。その行為のさりげない姿に感心しながら

見ていると，靴をそろえ始めた子の行為に気

づいて，もう一人の子が一緒に靴をそろえ始

めた。場面に応じた生活行動が身についてい

る。

　その後も，“七夕ショー”をやりたいとい

う思いはあるものの，それぞれの思いがすれ

違いトラブルになったり，様々なハプニング

があったりで，“七夕ショー”への取り組み

が始まったのは，登園から1時間以上も経っ

ていた。しかし，どうしたらメンバーの誰一

人その場から抜けることなく，みんなで七夕

ショーができるかをそれぞれが自分のことと

して，思いや考えを伝え合う場面が随所にみ

られた。

　このような情報をもとにカンファレンスを展開
し，次のように幼児の体験や学びを読み取り評価
する。

・�「登園してきた女児は，次々ステージにやっ

てきては，それぞれに準備を始めた」という

記述からは，遊びへの興味関心や強い意欲【学

びに向かう力・人間性】が読み取れる。

・�「布は安全ピンで止めなければならないが，

教師を頼ることなく，友達同士，相手の背中

に布をつけ合っている」からは，安全ピンを

止める微細な身体技能の基礎が獲得【知識・

技能の基礎】されていることがうかがえる。

また，教師を頼ることなく友達同士で相手の

布を付け合っている姿からは，相手の状況を

感じ取る思いやりや協力し合う関係性の育ち

【学びに向かう力・人間性】が読み取れる。

・�「女児たちは，『○くんたち，外に行ったよ』『呼

んでこよう！』『○ちゃんも呼びが呼びに行っ

たけど，私たちも行かなきゃ！』など，口々

に言うと外へと向かった」という記述からは，

これまで一緒に取り組んできた仲間と一緒に

活動を楽しみたい【学びに向かう力・人間性】

という強い思いが感じられる。

・�「一人が『靴がバラバラになっている』とそっ

とつぶやきながら，中靴をそろえ始めた。そ

の行為のさりげない姿に感心しながら見てい

ると，靴をそろえ始めた子の行為に気づいて，

もう一人の子が一緒に靴をそろえ始めた」の

記述からは，脱いだ靴をそろえるという，基

本的な生活習慣が獲得されている【知識・技

能の基礎】ことが読み取れる。

・�「“七夕ショー”への取り組みが始まったのは，

登園から 1時間以上も経っていた。しかし，

メンバーの誰一人その場から抜けることな

く，どうしたら，みんなで七夕ショーができ

るかをそれぞれが自分のこととして，思いや

考えを伝え合う場面が随所にみられた」とあ

るが， “七夕ショー”が始まるまでに，登園

から 1時間以上もの間遊びへのモチベーショ

ンを保ち，やり続けようという気持ちがうか

がえると共に【学びに向かう力，人間性等】，ど

うしたらみんなでショーができるかを考えた

り，話し合ったり，新しい考え生み出したり
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している【思考力・判断力・表現力等の基礎】

が読み取れる。

　また，カンファレンスを通しては，次のような
ことが話し合われた。このようなカンファレンス
の内容は即時的にホワイトボードにて記載され，
共有される。これを図 3に示した。

・�③児は，明日の七夕ショーに向けて，やりた

いという思いが強くあった。②児の登園を

待っていた。

・�③児には，抜群の面白さがある。しかし，言

い方には課題がある。

・�担任は，男児の楽器がトーンダウン気味と

言っていたが，１児は，友達に「楽器をやり

たい」と打ち明けていた。自分から楽器の場

にやってくると，自らやらせてと頼んでいた。

・�様々な場面でもめることもあったが，それぞ

れが遊びのイメージもち，やりたいと思こと

がやれている。

・�友達とかかわる楽しさを味わい，お互いのや

りとりがおだやか。「ごめんね」「ありがとう」

が自然に出てきている。

　このように観察者の記録やカンファレンスを通
して，複数の教師の目で幼児の発達や学びを読み
取ることで幼児理解や教師の援助について，適切
な評価ができるようにしている。

第３章　まとめ

　本園では，豊かな遊びから，確かな学びへとつ
ながっていく保育の充実を目指し，日々の保育実
践の省察や研究保育等のカンファレンスを通し
て，絶え間ない保育の改善に努めている。それは，
幼児が環境にかかわって生み出す自発活動として
の遊びを重視し，遊びの姿から体験の意味を読み
取り，遊びの質が高まるような環境構成や援助の
在り方を探る保育実践の質的な追究である。
　質の高い幼児教育とは，多様な環境とのかかわ
りの中で，幼児自身が体験をつなげながら主体的
に活動し，遊びの充実感を味わったり，学びを深
めたりしていくものであり，そのプロセスの中で

図３　カンファレンスの記録（ホワイトボードへの板書）
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いわゆる非認知能力が身についたり，「知識・技
能の基礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学
びに向かう力・人間性等」が育まれていくもので
ある。それをめざす際に，次の二つの課題につい
ても留意したい。
　一つ目は，幼小接続である。幼児教育において
は，豊かな遊びや園生活の全体を通して，幼稚園
修了までに育つことが期待される生きる力の基礎
となる心情・意欲・態度など， ₅領域のねらい及
び内容に即して指導する中で，思考力・表現力，
主体的な生活態度などを育成し，小学校以降の学
習の基盤とされる。幼児期に育みたい資質・能力
を育て，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿で
ある「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳性・
規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考
力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量
や図形，文字などへの関心・感覚」「言葉による
伝え合い」「豊かな感性と表現」の10項目につな
げていくことが求められている。当然ながら幼小
接続では，子どもの発達や学びの連続性を踏まえ
る必要がある。
　二つ目は，特別支援教育である。個々の発達に
応じた幼児教育においては特別支援教育の大部分
は包括されている。すなわち幼児教育では，一人
一人の特性に応じ，発達の課題に即した指導を行
うことが基本となっており，それを大切にしてき
ているためである。一人一人の幼児の様々な特性
や状況を深く理解し，それぞれの状況に対応した
細やかな配慮により，全ての幼児の指導の充実に
つなげていくというユニバーサルデザインの発想
は，特別支援教育の充実とも確かに重なるだろう。
また，幼児期においては発達障害等に関しての見
極めがしにくい時期でもある。本園では一人一人
の幼児の姿を丁寧に見取りながら幼児との信頼関
係を築くとともに，一人一人の発達の課題を受け
止め，発達の過程に寄り添いながら，その子にとっ
てふさわしい環境を整え，自己の育ちを促すとい
うことを大事にしてきた10）。複数の教員で連携し
合いながらティーム保育を実践するとともに，日
常的に一人一人の遊びの状況や育ちについて全教

職員で，情報交換し合いながら対象児への理解を
深め，保育に取り組んでいきたい。また，大学の
附属であることのメリットを生かし，必要に応じ
て特別支援教育の専門家や附属特別支援学校との
連携しながら保護者の心情へも配慮しつつ，幼児
のよりよい育ちにつなげていきたい。
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